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格納容器貫通部（Ｘ－５３ペネ、原子炉建屋１階）に穴を開け、検査装置を挿入格納容器貫通部（Ｘ－５３ペネ、原子炉建屋１階）に穴を開け、検査装置を挿入
することにより、以下の調査を実施するすることにより、以下の調査を実施する

1. 目的・実施事項

 格納容器内部の状況把握、データ直接採取（雰囲気温度、水位）により、冷格納容器内部の状況把握、データ直接採取（雰囲気温度、水位）により、冷
温停止状態が安定的に維持されていることの継続監視を補完する。温停止状態が安定的に維持されていることの継続監視を補完する。

 また、既存技術を利用しての状況把握、データ採取を行うことにより、今後のまた、既存技術を利用しての状況把握、データ採取を行うことにより、今後の
調査研究立案の基礎データ取得、今後の開発課題抽出に資する。調査研究立案の基礎データ取得、今後の開発課題抽出に資する。

【【実施事項実施事項】】

【【目的目的】】

熱電対格納容器内の雰囲気温度、滞留水温度※１を
直接測定する

（２）

工業用内視鏡格納容器内の水面を確認する※１（３）

工業用内視鏡格納容器内の状態を遠隔目視にて確認する（１）

検査装置調査内容

※※１１ 水位が低い場合や視界が悪い場合、測定／確認ができない可能性がある水位が低い場合や視界が悪い場合、測定／確認ができない可能性がある
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２．工事概要（穴開け～ＰＣＶ内部確認）

①Ｘ－５３ペネに短管溶接①Ｘ－５３ペネに短管溶接
XX--5353ペネペネ

N2N2 穴あけ装置穴あけ装置
ボール弁（開）ボール弁（開）

②短管に弁スプール、穴あけ装置取付後、②短管に弁スプール、穴あけ装置取付後、
ドリルを送り端板に穴開けドリルを送り端板に穴開け

N2N2

コンクリートコンクリート
ブロックブロック

遮へい板遮へい板

押し棒押し棒

XX--5353ペネペネ

ボール弁（開）ボール弁（開）

遮へい板をフランジに取り付け、押し棒を遮へい板をフランジに取り付け、押し棒を
挿入し、コンクリートブロックを落とす挿入し、コンクリートブロックを落とす

①閉止板を取外し、ガイドパイプフランジ①閉止板を取外し、ガイドパイプフランジ
を取り付けるを取り付ける

②工業用内視鏡を挿入し内部を確認②工業用内視鏡を挿入し内部を確認

ⅠⅠ．穴開け．穴開け

ⅡⅡ．ブロック落とし．ブロック落とし

ⅢⅢ．ＰＣＶ内部確認．ＰＣＶ内部確認

端板端板

コンクリートコンクリート
ブロックブロック

溶接溶接

短管短管

【【作業実績（穴開け＋ブロック落とし）作業実績（穴開け＋ブロック落とし）】】
作業日作業日 ：１月１７日：１月１７日
最大被ばく線量：３．０３ｍＳｖ最大被ばく線量：３．０３ｍＳｖ
作業員数作業員数 ：５４名：５４名

【【作業実績作業実績】】
作業日作業日 ：１月１９日：１月１９日
最大被ばく線量：３．０７ｍＳｖ最大被ばく線量：３．０７ｍＳｖ
作業員数作業員数 ：２８名：２８名

（１月１７日実施）（１月１７日実施）

（１月１７日実施）（１月１７日実施）

（１月１９日実施）（１月１９日実施）

（外）（外）（内）（内）

PCVPCV

XX--5353ペネペネ

内視鏡内視鏡

遮へい板遮へい板

ガイドパイプフランジガイドパイプフランジ

ボール弁（開）ボール弁（開）

検査装置送り装置検査装置送り装置

N2N2
ガイドパイプガイドパイプ

熱電対熱電対

重り重り

（外）（外）（内）（内）

（外）（外）（内）（内）

PCVPCV

PCVPCV
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３．ＰＣＶ内部・撮影結果①

熱電対をドライウェルに熱電対をドライウェルに
垂らすための重り垂らすための重り

熱電対熱電対

ガイドパイプガイドパイプ((内径内径13mm)13mm)

X-53ペネ内設置ガイドパイプ内の様子
（内視鏡が格納容器に入る前の状態）

X-53

内視鏡

内視鏡

CRDレール

1階グレーチング
(OP.9500)

R/B1階
(OP.10200)

OP:12490

X-53

圧力容器

圧力容器

熱電対
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３．ＰＣＶ内部・撮影結果②

中性子束モニ中性子束モニ
タ電線管タ電線管

サポートサポート

原子炉格納容器内壁

付着物付着物
（塗装が変（塗装が変
形か？）形か？）

天天

地地

天天

地地

X-53

内視鏡

内視鏡

CRDレール

1階グレーチング
(OP.9500)

R/B1階
(OP.10200)

OP:12490

X-53

圧力容器

圧力容器

：撮影方向

IAIA（計装用圧縮（計装用圧縮
空気系）配管空気系）配管
（口径：（口径：25A25A）） IAIA配管配管

（同左）（同左）

XX--5353遮へい用遮へい用
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ
落下時のこす落下時のこす

り痕か？り痕か？
熱電対
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３．ＰＣＶ内部・撮影結果③

ＰＣＶ内壁ＰＣＶ内壁

グレーチンググレーチング
（（OPOP．．95009500））

ドライウェル１階グレーチング付近の様子

ＰＣＶ内壁ＰＣＶ内壁 熱電対熱電対

グレーチンググレーチング
（（OPOP．．95009500））

X-53

内視鏡

内視鏡

CRDレール

1階グレーチング
(OP.9500)

R/B1階
(OP.10200)

OP:12490

X-53

圧力容器

圧力容器

：撮影方向

熱電対
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３．ＰＣＶ内部・撮影結果④

X-53ペネより上部を見上げた様子

X-53

内視鏡

内視鏡

CRDレール

1階グレーチング
(OP.9500)

R/B1階
(OP.10200)

OP:12490

X-53

圧力容器

圧力容器

：撮影方向

熱電対

ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ下部ｽﾌﾟﾚｲ配管ﾄﾞﾗｲｳｪﾙ下部ｽﾌﾟﾚｲ配管IAIA配管配管

中性子束モニタ電線管中性子束モニタ電線管 配管サポート配管サポート
（Ｌ型鋼）（Ｌ型鋼）
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② （OP10500付近）44.7℃

近傍の本設温度計と比較した結果、ほぼ同様の値が確認された。
TE-16-114D（戻り空気HVHクーラー： OP10750（72°方向）

４２．６℃（１月１９日１０時データ）

TE-16-114J（供給空気HVHクーラー：OP12150（73°方向）

４５．１℃（１月１９日１０時データ）

① （OP11500付近）44.7℃

③ （OP9500付近） 45.7℃

PCV内部温度

調査結果
本設計器との比較結果

４．温度測定結果（本設温度計との比較）

X-53
OP:12490

RPV

PCV

X-53

熱電対

Ｄ／Ｗ ＨＶＨ

TE-16-114D
（挿入する温度計に最も近いTE）

TE-16-114J

③OP:9500付近

①OP:11500付近
TE-16-114J OP:12150

グレーチング OP9500

原子炉圧力容器

原子炉再循環系配管

②OP:10500付近
TE-16-114D OP:10750

熱電対熱電対

D/WD/W：ドライウェル：ドライウェル ＨＶＨ：空調ユニットＨＶＨ：空調ユニット ＴＥ：温度計ＴＥ：温度計
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５．まとめ

＜目視観察＞

ＰＣＶ内上部から多量の水滴が滴下していたため、カメラの視
界は非常に悪く（数十㎝程度）、鮮明な画像は得られなかった
ものの、ＰＣＶ内壁（赤茶色の付着物あり）、配管・サポート
の一部、１階グレーチング（OP9500）の一部が確認できた。

＜温度＞

ＰＣＶ内（X-53貫通部～１階グレーチング）の気中温度は約
４５℃と一定で、近傍の本設温度計とほぼ同じ値であった。

＜水位＞

ＰＣＶ内の水位レベルを１階グレーチングより上と想定してい
たが、グレーチング上に水面はなかった。また、熱電対の温度
変化から水位を特定することはできなかった。
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６． 実績工程
９（月） １０（火）１１（水）１２（木）１３（金）1４（土）１５（日）１６（月）１７（火）１８（水）１９（木） ２０（金）

水の有無判定（ＵＴ）

スプール溶接

穴開け（下穴）

穴あけ、ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ落とし

片付け（穴あけ関連）、準備（撮影）

ＰＣＶ内撮影／温度計測

モックアップ＆習熟訓練

遮へい体設置

現地作業

モックアップ



10

（参考）工業用内視鏡の仕様

1000Gy耐放射線性

～100℃（空気中）、～30℃（水中）挿入部の使用温度範囲

1０m（PCV内挿入長：約2m）挿入部の有効長

Φ８.５mm挿入部の外径

＜主な仕様＞＜主な仕様＞


